
■申告書や申請書等には
マイナンバーの記載が必要です

　ご本人だけでなく、控除対象配偶者および扶養親族、事

業専従者の方のマイナンバーも必要です。

■「会員証」をご持参ください
　相談・指導につきましては、正会員と準会員の方に限らせていただいております。決算相談・指導会

へお越しの際には、会員証をご提示ください。

■相談・指導は「一部予約制」で
「1回45分」を上限とさせていただきます

　相談・指導は、予約された方を優先いたしますので、順番が前後する場合がございます。また、相談・

指導が時間内に終了しない場合は、再度受付してお待ちいただくこととなります。悪しからずご了承く

ださい。

■「早期提出」にご協力ください
　確定申告期後半の会場混雑緩和のため、確定申告書はできるだけ早期（２月２０日まで）に事務局、

もしくはお近くの出張会場へご提出ください。

■確定申告をする方の「電子証明書」で
「ｅ-Ｔａｘ（電子申告）」のご利用を

　ご本人の「電子証明書」でe-Taxをご利用される場合は、事務局へお越し下さい。

■「記帳確認」を受けられた方は「記帳確認済証明発行券」を
　昨年11月に「記帳確認」を受けられた方は、その際にお渡しした「記帳確認済証明発行券」を、決

算相談・指導会へお越しの際にご持参ください。

　ご持参された方には「記帳確認済証明」を発行いたします。また、確定申告書を税務署に直接提出さ

れる方は、大和税務署の「青色コーナー」においても「記帳確認済証明」を発行いたしますのでご利用

ください。
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大和青色申告会での

確定申告書のとりまとめ
当会では右記の期間、会員様の決算書作成をお手伝いし、

さらに確定申告書をとりまとめて大和税務署へ一括提出いた

します。事務局またはお近くの出張会場へお早めにご提出く

ださい。

相談指導会の日程等につきましては、既に発送しておりま

す「会員証」をご覧ください。

会員の皆様への

お願い
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【ｅ-Ｔａｘのメリット】
１　税務署に出向くことなく、インターネットを利用して申告や納税など
の各種手続きをすることができます。

２　確定申告期間中は、２４時間ご利用できます。（メンテナンス時間を
除きます。）

３　一部の添付書類（源泉徴収票など）は内容を入力して送信することにより、書面の提出又は写しの提
出が不要です。（別途郵送等により提出する必要がある添付書類についても、イメージデータ（ＰＤＦ
形式）による送信が可能）

４　マイナンバーに係る本人確認書類の提示又は写しの提出が不要です。（マイナンバーの記載は必要で
す。）

５　書面で提出した場合より、還付金を早く受け取ることができます。

６　納税証明書の交付請求手数料が、書面請求の場合より安価です。
（ｅ‐Ｔａｘ：３７０円　書面：４００円）

７　平成３２年分（２０２０年分）の所得税確定申告から青色申告特別控除額が現行の最高６５万円から
最高５５万円に変更になります。

　　ただし、期限内にｅ‐Ｔａｘで確定申告書に損益計算書と貸借対照表を添付して送信すれば、最高
６５万円の青色申告特別控除が受けられます。

会員の皆様へ

ネットが便利、申告・納税、
マイナンバーカードでｅ-Ｔａｘ

ご家族・従業員の皆様へ

　平成３１年１月以降、「確定申告書等作成コーナー」で作成した申告書は、ＩＤとパスワー
ドがあれば、ｅ-Ｔａｘで送信できます。（スマートフォンでもご利用できます。）

【利用のための手続き】
１　ＩＤ・パスワード方式の申請 

　お近くの税務署で職員と対面による本人確認の後、ＩＤとパスワードを即日発行します。運転免許
証などの本人確認書類をご持参ください。（勤務先のお近くの税務署でも発行できます。）

２　国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」へアクセス
　確定申告書の作成を行います。

３　作成コーナーからｅ‐Ｔａｘで送信（申告書を提出）
　上記１で取得したＩＤとパスワードを利用してｅ‐Ｔａｘで送信すれば申告完了。

ｅ-Ｔａｘの利用可能時間（送信可能時間）　

　平成３１年１月４日（金）～ 平成３１年３月１５日（金）

全日（土日祝日を含む）２４時間（メンテナンス時間を除く）
（１月４日（金）は８時３０分からご利用いただけます。）

ｅ-Ｔａｘ・作成コーナーヘルプデスクの受付時間　

　　０５７０－０１－５９０１（全国一律市内通話料金）

　平成３１年１月１５日（火）～ ３月１５日（金）

月曜日～金曜日（祝日を除く）及び２月１７日・２４日・３月３日・１０日の日曜日
９時～２０時

※　上記以外の期間については、国税庁ホームページでご確認ください。

大和税務署からの

お知らせ
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大
和
税
務
署
は
12
月
20
日
、
中
学
生

の
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
で
大
和
税

務
署
長
賞
を
受
賞
し
た
座
間
中
学
校
３

年
の
久
保
田
凱
さ
ん
と
、
海
老
名
中
学

校
３
年
の
葉
梨
陽
奈
さ
ん
に
一
日
税
務

署
長
を
任
命
し
た
。

南
部
署
長
か
ら
委
嘱
状
を
交
付
さ
れ

た
二
人
は
、
税
務
協
力
団
体
の
役
員
等

と
名
刺
交
換
を
し
た
後
、
受
賞
し
た
作

文
を
署
長
訓
示
と
し
て
朗
読
、
さ
ら
に

署
内
視
察
も
行
っ
た
。

久
保
田
署
長
は
「
自
分
た
ち
の
た
め

に
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
い
て
も

ら
い
、
と
て
も
驚
い
た
」
と
笑
顔
で
話

し
た
。
葉
梨
署
長
も
「
少
し
緊
張
し
た

が
、
中
々
で
き
な
い
経
験
な
の
で
思
い

出
に
な
る
」
と
喜
ん
だ
。

中
学
生
が

　

一
日
税
務
署
長

大
和
税
務
署
で
初
の
試
み

確定申告にあたっての注意点

★　配偶者控除 及び 配偶者特別控除 が変わります。

　○　配偶者控除 

居住者（申告者）の合計所得金額

900万円以下 900万円超
950万円以下

950万円超
1,000万円以下

1,000万円超

配
偶
者
の
合
計
所
得
金
額

38万円超
85万円以下 38万円 26万円 13万円

適　

用　

な　

し

85万円超
90万円以下 36万円 24万円 12万円

90万円超
95万円以下 31万円 21万円 11万円

95万円超
100万円以下 26万円 18万円 9万円

100万円超
105万円以下 21万円 14万円 7万円

105万円超
110万円以下 16万円 11万円 6万円

110万円超
115万円以下 11万円 8万円 4万円

115万円超
120万円以下 6 万円 4万円 2万円

120万円超
123万円以下 3 万円 2万円 1万円

　○　配偶者特別控除 

居住者（申告者）の合計所得金額
控除額

控除対象配偶者 老人控除対象配偶者

　900万円以下 38万円 48万円

　900万円超950万円以下 26万円 32万円

　950万円超1,000万円以下 13万円 16万円

　1,000万円超 適 用 な し
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通
常
総
会
の
開
催
、
役
員
改
選
、

　
確
定
申
告
書
の
と
り
ま
と
め
他

各
委
員
会
か
ら
理
事
会
決
定
事
項
の
報
告

支部長会議
開催

今
年
度
第
２
回
目
の
支
部
長
会
議

が
、
１
月
18
日
（
金
）、
ザ
・
ウ
イ
ン

グ
ス
海
老
名
に
お
い
て
理
事
、
支
部
長

等
約
50
名
の
出
席
の
も
と
開
催
さ
れ
た
。

曽
根
会
長
、
大
和
税
務
署
の
岩
崎
副

署
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
曽
根
会
長
が

議
長
に
、
窪
田
支
部
長
（
柏
ヶ
谷
第
３

支
部
）
と
長
沼
支
部
長
（
綾
北
支
部
）

が
議
事
録
署
名
人
に
選
出
さ
れ
議
事
に

入
っ
た
。

会
議
で
は
、
理
事
会
決
定
事
項
に
つ

い
て
各
委
員
会
か
ら
報
告
が
行
わ
れ
た
。

ま
ず
二
見
総
務
委
員
長
か
ら
第
25
回

通
常
総
会
の
開
催
、
任
期
満
了
に
伴
う

役
員
改
選
、表
彰
規
程
に
基
づ
く
表
彰
、

地
区
及
び
支
部
等
の
収
支
決
算
、
今
年

度
収
支
状
況
、
事
務
局
職
員
の
中
小
企

業
退
職
金
共
済
制
度
へ
の
加
入
、
休
日

指
導
会
の
開
催
等
が
報
告
さ
れ
た
。

次
い
で
吉
川
税
制
委
員
長
か
ら
決

算
・
消
費
税
指
導
、
確
定
申
告
の
と
り

ま
と
め
、
記
帳
指
導
受
託
事
業
の
実
施

状
況
、
記
帳
指
導
員
の
研
修
、
既
に
終

了
し
た
指
導
会
・
説
明
会
の
事
績
等
に

つ
い
て
報
告
が
行
わ
れ
た
。

次
い
で
岩
崎
組
織
委
員
長
か
ら
確
定

申
告
期
の
勧
奨
お
よ
び
広
報
活
動
体

制
、
秋
期
会
員
増
強
特
別
運
動
の
事
績

等
に
つ
い
て
報
告
が
行
わ
れ
た
。

次
い
で
西
海
厚
生
委
員
長
か
ら
「
第

27
回
会
員
大
会
」の
開
催（
開
催
期
日
、

海
老
名
警
察
署
の

新
藤
警
部
補
が
講
話
役員研修会

開催

班
編
成
、
行
程
、
旅
行
代
金
、
実
施
要

領
）、「
生
活
習
慣
病
健
診
」
の
開
催
、

保
険
・
共
済
各
種
の
手
数
料
収
入
、「
無

料
セ
ミ
ナ
ー
」
お
よ
び
「
無
料
保
険
相

談
」
の
実
施
等
に
つ
い
て
報
告
が
行
わ

れ
た
。

次
い
で
山
田
広
報
副
委
員
長
か
ら
広

報
紙
の
発
行
計
画
、「
税
を
考
え
る
週

間
」
行
事
参
加
、
タ
ウ
ン
ニ
ュ
ー
ス
元

旦
号
へ
の
名
刺
広
告
掲
載
、「
役
員
一

泊
勉
強
会
」
の
収
支
決
算
、
広
報
車
宣

伝
活
動
等
に
つ
い
て
報
告
が
行
わ
れ
た
。

次
い
で
吉
川
選
挙
管
理
委
員
長
か
ら

代
議
員
選
挙
の
選
挙
結
果
、
当
選
者
の

公
示
等
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

次
い
で
佐
藤
女
性
部
長
か
ら
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
の
事
績
、
下
田
青
年
部

長
か
ら
街
頭
献
血
の
事
績
、
ブ
ル
ー
リ

タ
ー
ン
Ａ
講
習
会
の
実
施
等
、
そ
れ
ぞ

れ
の
部
の
事
業
に
つ
い
て
報
告
が
行
わ

れ
た
。

最
後
に
小
林
事
務
局
長
か
ら
、
昨
年

11
月
29
日
に
開
催
さ
れ
た
全
国
青
色
申

告
会
の
税
制
改
正
要
望
集
会
の
決
議
内

容
、長
年
に
わ
た
り
要
望
し
て
い
た「
個

人
事
業
に
お
け
る
事
業
承
継
税
制
」
の

具
体
的
内
容
が
平
成
31
年
度
税
制
改
正

大
綱
に
掲
載
さ
れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ

た
。

さ
る
１
月
18
日
（
金
）、
ザ
・
ウ
イ

ン
グ
ス
海
老
名
に
お
い
て
、
役
職
員
等

約
70
名
が
出
席
し
、
役
員
研
修
会
が
開

催
さ
れ
た
。

研
修
会
は
、
講
師
に
海
老
名
警
察
署

の
新
藤
健
警
部
補
を
迎
え
、「
振
込
め

サ
ギ
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
約
１
時
間

の
講
話
が
行
わ
れ
た
。

新
藤
氏
は
、
神
奈
川
県
内
で
１
日
７

件
（
１
件
当
た
り
約
２
０
０
万
円
の
被

害
）発
生
す
る
振
込
め
サ
ギ
に
つ
い
て
、

最
近
の
手
口
や
、
留
守
番
電
話
等
で
の

対
策
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
た
。
ま

た
、
サ
ギ
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
際
の

情
報
提
供
や「
ダ
マ
さ
れ
た
フ
リ
作
戦
」

へ
の
協
力
が
呼
び
か
け
ら
れ
、
参
加
者

は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

海老名警察署
新藤　 健 氏

第25回 通常総会 開催のお知らせ

日時　平成31年５月29日（水）　14時～（予定）

場所　レンブラントホテル海老名
（旧オークラフロンティアホテル海老名）

 傍聴をご希望の方は事務局へご連絡下さい。

 議案書綴りが必要な方は事務局へお申し出下さい。出来上がり次第

ご送付致します。（議案はホームページにも掲載致します。）

支部数 会員数 支部数 会員数 会員数

大 和 北 １３ ９７１ 農 業 ４ １，１８３ 準 会 員 Ａ １２８

大 和 南 １６ １，０３９ 歯 科 医 師 ２ ２５ 準 会 員 Ｂ １４６

座 間 １４ ９９６ 税 理 士 １ ８１

海 老 名 １４ ８２２ 事 務 局 １３０

綾 瀬 ９ ５８９ 正 会 員 計 ５，８３６ 準 会 員 計 ２７４

支部と会員数　　　（平成３１年１月２０日 現在）

振
り
込
め
サ
ギ
に
つ
い
て
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【※ 敬称略】

地区会等 所 属 支 部 等 代 議 員 氏 名 地区会等 所 属 支 部 等 代 議 員 氏 名

大和北地区 中 央 林 間 東 中 村 京 子 座間地区 相 武 台 ２ 堀 丈 夫

（15名） 中 央 林 間 西 宮 道 岑 雄 相 模 が 丘 １ 冨 田 清 一

中 央 林 間 西 山 口 二 郎 相 模 が 丘 ２ 関 口 吉 三

下 鶴 間 佐 藤 忠 子 ひ ば り １ 渡 邉 良 作

下 鶴 間 北 古 木 富 美 ひ ば り ２ 芝 原 嗣 夫

南 林 間 北 矢 内 弘 子 小 松 原 矢 板 文 平

南 林 間 西 松 岡 純 二 海老名地区 柏 ヶ 谷 １ 黒 沼 恒 幸

南 林 間 田 向 琳 子 （13名） 柏 ヶ 谷 ２ 西 垣 玲 子

南 林 間 南 竹 内 弘 柏 ヶ 谷 ３ 吉 原 達 朗

林 間 東 石 井 勇 国 分 １ 樋 口 清

林 間 東 牧 野 重 雄 国 分 ２ 飯 田 英 榮

西 鶴 間 吉 野 弘 勝 上 今 泉 岩 野 亮

西 鶴 間 １ 大 澤 一 郎 大 谷 ・ 勝 瀬 池 田 裕 司

西 鶴 間 若 草 本 間 直 子 浜田・国分寺台 松 本 進

鶴 間 万 場 勇 海 老 名 ４ 寺 谷 進

大和南地区 草 柳 南 下 田 政 喜 杉久保・上河内 須 藤 則 男

（19名） 草 柳 西 古 谷 田 秋 美 本 郷 ・ 中 河 内 清 田 豪

草 柳 西 塩 野 輝 比 古 今 里 ・ 社 家 時 任 勝 美

中 央 １ 山 形 妙 子 中 野 ・ 門 沢 橋 柏 木 敏 男

中 央 ２ 田 邉 一 三 綾瀬地区 落 合 比 留 川 貢

深 見 東 中 丸 春 江 （8名） 上 土 棚 渡 井 賢 次

大 和 東 １ 向笠 三津雄 中 村 山 添 宏 征

大 和 東 ２ 秋 山 弘 子 上 深 谷 髙 橋 茂

大 和 東 ２ 渡 辺 隆 敏 綾 北 長 沼 邦 紘

大 和 南 一 部 冨 士 男 寺 尾 北 新 家 清

桜 ヶ 丘 １ 田 邊 政 道 早 園 矢 部 貴 洋

福 田 １ 鶴 田 幸 夫 吉 岡 ・ 綾 西 西 内 節 夫

福 田 ２ 原 口 征 三 大和農業 大 和 農 業 村 田 裕 司

福 田 ２ 増 正 之 （2名） 大 和 農 業 畑 勤

渋 谷 西 松 井 憲 司

渋 谷 東 仲戸川 誠一 座間農業 座 間 農 業 飯 島 英 勝

渋 谷 東 渥 美 吉 雄 （1名）

渋 谷 南 １ 保 田 豊 海老名農業 海 老 名 農 業 澤 地 正 典

渋 谷 南 １ 山 口 芳 美 （2名） 海 老 名 農 業 大 谷 浩 一

座間地区 座 間 一之瀬 義康

（14名） 入 谷 １ 矢 澤 富 夫 綾瀬農業 綾 瀬 農 業 新 倉 正 治

入 谷 ２ 福 田 亮 （2名） 綾 瀬 農 業 田 地 川 和 男

立 野 台 長谷山 正範

栗 原 １ 福 島 勝 雄 歯科医師支部

栗 原 ２ 京 免 康 彦 （1名）

栗 原 ３ 千 馬 新 次 税理士支部

相 武 台 １ 早 坂 長 藏 （1名）

代議員総数　78名

代議員当選のお知らせ
平成30年11月に実施された代議員選挙にて当選者は、下表のとおりとなります。

一般社団法人 大和青色申告会　代議員名簿

大 和 ・ 座 間
・ 海 老 名

山 本 正 昭

税 理 士 前 川 賢 治
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地
震
や
大
火
、
飢
饉
、
疫
病
等
に
見
舞

わ
れ
た
時
に
も
改
元
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

使
用
さ
れ
た
漢
字
は
５
０
４
文
字
あ

り
、
重
複
し
た
も
の
を
除
く
と
72
文
字

に
集
約
さ
れ
、「
永
」
が
29
回
で
１
番

多
く
使
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

次
の
元
号
は
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
表

記
し
た
際
の
頭
文
字
が
、明
治
の「
Ｍ
」、

大
正
の
「
Ｔ
」、
昭
和
の
「
Ｓ
」、
平
成

の
「
Ｈ
」
と
同
じ
に
な
ら
な
い
よ
う
、

そ
れ
ら
を
避
け
て
選
ば
れ
る
と
い
わ
れ

て
お
り
、「
Ｋ
」
が
有
力
だ
と
か
。
そ

の
他
に
は
「
Ａ
」
や
「
Ｅ
」
も
あ
り
か

な
と
思
い
ま
す
。

４
月
１
日
の
発
表
が
楽
し
み
で
す

が
、ど
の
よ
う
な
元
号
に
な
ろ
う
と
も
、

災
害
が
少
な
く
平
穏
な
時
代
に
な
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。

会
員
の
皆
様
か
ら
の
寄
稿

あ
お
い
ろ
ポ
ス
ト

嬉
し
い
一
言

渋
谷
南
第
１
支
部
　
山
村
　
富
子

昨
年
11
月
に
開
催
さ
れ
た
「
や
ま
と

産
業
フ
ェ
ア
」
で
の
出
来
事
で
す
。

当
日
の
朝
、
会
場
の
大
和
駅
プ
ロ
ム

ナ
ー
ド
へ
バ
ス
で
向
か
い
ま
し
た
。

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
の
売
り
子
と
し

て
は
、
各
市
の
催
事
に
毎
年
参
加
し
て

い
ま
す
が
、
今
回
は
売
り
子
と
し
て
で

は
な
く
、
夫
の
代
理
と
し
て
の
参
加
で

す
。青

色
申
告
会
や
電
子
申
告
の
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
を
、
輪
ゴ
ム
で
ポ
ケ
ッ
ト

テ
ィ
ッ
シ
ュ
と
組
み
合
わ
せ
、
手
提
げ

袋
に
詰
め
て
会
場
を
巡
回
し
、
そ
れ
を

来
場
者
に
配
る
と
の
こ
と
で
す
。

「
今
日
１
日
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。」

朝
礼
が
終
わ
る
と
、
他
の
役
員
さ
ん

と
同
じ
よ
う
に
手
提
げ
袋
を
持
ち
、
会

場
へ
散
ら
ば
り
ま
す
。

「
青
色
申
告
会
で
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。」
と
会
場
を
歩
い
て

い
る
方
々
に
声
を
か
け
、
ポ
ケ
ッ
ト

テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
差
し
出
し
ま
す
。

受
け
取
っ
て
も
ら
え
る
と
嬉
し
い
も

の
で
す
ね
。
普
段
は
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ

シ
ュ
を
差
し
出
さ
れ
る
側
で
す
が
、
自

分
が
差
し
出
す
側
に
な
っ
て
気
付
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

手
提
げ
袋
が
空
に
な
る
と
テ
ン
ト
に

戻
り
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
補
充
し
て
ま
た

昨
年
９
月
27
日
、
女
性
部
の
研
修
バ

ス
旅
行
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

初
め
て
の
東
京
都
庁
と
巣
鴨
と
げ
ぬ
き

地
蔵
。
ど
ち
ら
も
１
人
で
は
な
か
な
か

足
を
運
ぶ
こ
と
の
な
い
場
所
で
す
。

都
庁
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
一
色
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
の
方
々
が
各
箇
所
に
配
さ
れ
て
お
り

ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
外
国
人
向
け
の
ガ

イ
ド
の
方
で
、
と
て
も
ス
マ
ー
ト
な
対

応
と
素
晴
ら
し
い
語
学
ス
キ
ル
を
持
っ

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
に
感
心
し
ま
し

た
。

女
性
部
ニ
ュ
ー
ス

研
修
バ
ス
旅
行
に
参
加
し
て

会
場
へ
。
こ
れ
を
何
度
も
繰
り
返
し
ま

し
た
。
役
員
の
皆
さ
ん
、
ご
苦
労
様
で

し
た
。

テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
っ
て
い
る
と
、「
青

色
申
告
会
、
入
っ
て
い
ま
す
。
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。」
と
返
事
を
く
だ
さ
っ
た
方
が
、

何
人
か
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
そ
の

お
返
事
を
聞
い
た
時
、
何
と
も
言
え
な

い
嬉
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
参

加
し
て
良
か
っ
た
と
思
っ
た
瞬
間
で
し

た
。テ

ン
ト
に
は
模
造
を
使
っ
て
１
億
円

の
重
さ
を
体
験
す
る
コ
ー
ナ
ー
も
あ

り
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
配
布
の
後
は
そ
ち
ら

を
お
手
伝
い
し
ま
し
た
。

「
重
い
、
重
い
。」
と
言
い
な
が
ら

１
億
円
の
模
造
を
抱
き
か
か
え
て
い
る

子
ど
も
達
に
、「
大
人
に
な
っ
た
ら
ご

両
親
に
あ
げ
て
ね
。」
と
声
を
か
け
る

と
ニ
コ
ニ
コ
の
笑
顔
が
返
っ
て
き
ま
し

た
。た

く
さ
ん
の
方
と
お
話
し
す
る
こ
と

が
で
き
、
良
い
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

楽
し
い
１
日
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

都
庁
展
望
室
の
中
央
に
あ
る
物
販
店

の
品
々
も
外
国
人
向
け
の
物
が
多
く
、

所
狭
し
と
積
み
上
げ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
と
は
言
う
も
の
の
、
私
も
し
っ
か

り
お
土
産
を
購
入
し
、
都
庁
見
学
の
良

い
記
念
と
話
の
種
が
で
き
ま
し
た
。

昼
食
後
、
私
に
は
ち
ょ
っ
と
早
い

（
笑
）
と
げ
ぬ
き
地
蔵
の
お
参
り
。

お
寺
の
西
側
の
商
店
街
は
、
２
０
０

近
い
店
舗
が
約
８
０
０
ｍ
に
わ
た
っ
て

軒
を
連
ね
て
お
り
、
旅
程
で
決
め
ら
れ

た
時
間
で
は
と
て
も
見
切
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
雰
囲
気
を
味
わ
い
、
赤
い
下
着

と
塩
大
福
を
お
土
産
に
買
い
ま
し
た
。

こ
こ
で
ハ
プ
ニ
ン
グ
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
Ｔ

Ｂ
Ｓ
の
ク
ル
ー
が
取
材
撮
影
に
来
て
お

り
、
こ
の
旅
行
に
参
加
さ
れ
た
方
の
中

に
も
、
ク
ル
ー
に
出
く
わ
し
て
イ
ン
タ

部
長
　
下
田
　
兼
義

こ
ん
に
ち
は
青
年
部
で
す
。

い
よ
い
よ
確
定
申
告
の
期
間
に
な
り

ま
す
。
青
年
部
は
例
年
通
り
、
広
報
車

で
の
各
地
区
巡
回
を
お
手
伝
い
し
ま

す
。
事
故
や
違
反
の
無
い
よ
う
慎
重
に

運
転
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
は
売
上
や
経
費
を
集
計
し
た

り
、
控
除
証
明
書
を
集
め
た
り
と
、
申

告
の
準
備
を
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
？

会
計
ソ
フ
ト
の
ブ
ル
ー
リ
タ
ー
ン
Ａ

は
、
電
卓
を
叩
か
な
く
て
も
自
動
計
算

青
年
部
ニ
ュ
ー
ス

平
成
最
後
の
確
定
申
告

し
て
く
れ
る
の
で
便
利
で
す
。
以
前
は

電
卓
を
３
回
叩
く
と
、
３
回
と
も
異

な
っ
た
結
果
が
出
た
り
し
て
、
嫌
に

な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
こ
と
か
ら
解
放
さ
れ
る
だ
け
で
も

利
用
価
値
は
あ
り
ま
す
ね
。

今
回
の
申
告
は
、
平
成
最
後
の
申
告

と
な
り
ま
す
。
新
し
い
元
号
（
年
号
）

は
ど
の
よ
う
な
も
の
に
な
る
の
で
し
ょ

う
か
？

も
と
も
と
は
中
国
か
ら
伝
わ
っ
た
も

の
で
す
が
、
清
朝
最
後
の
皇
帝
・
愛
新

覚
羅
溥
儀
の
時
代
に
使
わ
れ
た「
宣
統
」

を
最
後
に
、
中
国
で
は
年
号
は
使
用
さ

れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

日
本
年
号
の
最
初
は
「
大
化
」

（
６
４
５
年
）
と
さ
れ
、
平
成
に
至
る

ま
で
２
４
７
の
年
号
が
あ
り
ま
す
。
大

やまと産業フェア2018
当会ブース前にて

ビ
ュ
ー
さ
れ
た
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。
そ
し
て
、
生
き
生
き
と
自
分
の

知
識
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
に
お
話
し
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
こ
ん
な
事
も
あ
る
ん

で
す
ね
。
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本
年
の
会
員
大
会
は
、
指
宿
・
屋
久

島
・
種
子
島
２
泊
３
日
の
研
修
旅
行
で

す
。
砂
む
し
温
泉
で
有
名
な
「
指
宿
温

泉
」、
長
い
歴
史
と
豊
か
な
自
然
に
育

ま
れ
た
「
世
界
自
然
遺
産
屋
久
島
」、

ロ
ケ
ッ
ト
発
射
基
地
と
し
て
日
本
宇
宙

開
発
を
支
え
て
き
た
「
種
子
島
」
を
満

喫
し
ま
す
。

〈
１
日
目
〉

大
和
管
内
各
地
か
ら
バ
ス
で
羽
田
空

港
へ
ご
集
合
頂
き
、
空
路
、
今
回
の
目

的
地
鹿
児
島
へ
と
向
か
い
ま
す
。

鹿
児
島
空
港
到
着
後
、
薩
摩
藩
主
・

島
津
家
の
愛
し
た
別
邸
・
仙
厳
園
と
世

界
文
化
遺
産
・
尚
古
集
成
館
へ
。

地
元
の
食
材
を
使
用
し
た
御
膳
の
ご

昼
食
を
お
召
し
上
が
り
頂
い
た
後
、
錦

江
湾
や
桜
島
を
も
景
色
と
し
て
取
り
入

れ
た
美
し
い
庭
園
の
風
景
を
お
楽
し
み

頂
く
他
、
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産

の
構
成
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
た
尚
古
集

成
館
で
は
、
大
砲
や
琉
球
船
の
模

型
、
薩
摩
切
子
等
、
薩
摩
藩
に
ま

つ
わ
る
様
々
な
品
々
の
展
示
を
ご

覧
頂
き
ま
す
。

仙
厳
園
を
後
に
し
、
今
度
は
皆

様
を
バ
ス
で
一
路
、
知
覧
特
攻
平

和
会
館
へ
と
ご
案
内
。

太
平
洋
戦
争
末
期
、
戦
闘
機
も

ろ
と
も
、敵
艦
へ
と
体
当
た
り
し
、

命
を
落
と
し
て
い
っ
た
特
攻
隊
員

の
方
の
遺
品
や
当
時
の
関
係
資
料

を
ご
覧
頂
く
他
、
専
任
の
ガ
イ
ド

さ
ん
に
よ
る
案
内
を
お
聞
き
頂
く

こ
と
で
、
日
本
の
戦
争
の
歴
史
や

平
和
に
つ
い
て
、
思
い
を
馳
せ
て

頂
き
ま
す
。

見
学
を
終
え
ら
れ
ま
し
た
ら
、
バ
ス

に
て
本
日
の
宿
舎
、
錦
江
湾
の
ほ
と
り

に
ご
ざ
い
ま
す
指
宿
温
泉
・
指
宿
海
上

ホ
テ
ル
へ
と
ご
案
内
致
し
ま
す
。
指
宿

名
物
の
砂
む
し
風
呂
も
ご
利
用
頂
け
ま

す
。
是
非
お
試
し
頂
き
、
長
旅
の
疲
れ

を
癒
し
て
下
さ
い
。

〈
２
日
目
〉

一
夜
明
け
、
２
日
目
は
宿
舎
よ
り
バ

ス
で
指
宿
港
へ
。

高
速
船
で
、
白
神
山
地
と
と
も
に
、

日
本
初
の
世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ

た
屋
久
島
へ
と
渡
り
ま
す
。

ま
ず
ご
覧
頂
く
の
は
、
モ
ッ
チ
ョ
ム

岳
の
麓
に
ご
ざ
い
ま
す
、
千
尋
の
滝
。

屋
久
島
に
降
る
多
量
の
雨
が
、
巨
大
な

花
崗
岩
の
岩
盤
を
削
り
生
み
出
し
た
大

き
な
滝
の
美
し
さ
は
、
見
る
者
の
心
を

魅
了
し
ま
す
。

千
尋
の
滝
を
ご
覧
頂
い
た
後
は
、
安

房
・
屋
久
杉
の
郷
杉
匠
に
て
、
ご
昼
食

で
ご
ざ
い
ま
す
。
屋
久
島
名
物
ト
ビ
ウ

オ
な
ど
、
地
元
の
食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に

取
り
入
れ
た
お
料
理
を
お
楽
し
み
下
さ

い
。ま

た
、
杉
匠
で
は
屋
久
島
の
匠
達
が

生
み
出
し
た
こ
だ
わ
り
の
品
々
を
お
土

産
の
品
と
し
て
販
売
し
て
お
り
ま
す
。

是
非
お
手
に
と
っ
て
お
気
に
入
り
の
一

品
を
お
買
い
求
め
下
さ
い
。

杉
匠
を
後
に
し
、
い
よ
い
よ
皆
様
を

樹
齢
３
千
年
と
い
わ
れ
る
紀
元
杉
の
も

と
へ
と
ご
案
内
致
し
ま
す
。
周
囲
が
８

メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
大
樹
は
、
圧
倒
的

な
存
在
感
を
放
ち
、皆
様
を
迎
え
ま
す
。

最
後
に
、
多
く
の
亜
熱
帯
植
物
を
ご

覧
頂
け
る
志
戸
子
ガ
ジ
ュ
マ
ル
公
園
を

ご
見
学
頂
き
、
本
日
の
お
宿
、
シ
ー
サ

イ
ド
ホ
テ
ル
屋
久
島
へ
と
ご
案
内
致
し

ま
す
。

屋
久
島
の
海
を
一
望
で
き
る
ホ
テ
ル

で
は
、
海
の
幸
を
多
く
取
り
入
れ
た
お

料
理
や
美
し
い
海
の
景
色
を
お
楽
し
み

下
さ
い
。

〈
３
日
目
〉

最
終
日
は
、
宿
舎
よ
り
宮
之
浦
港
へ

バ
ス
で
移
動
し
た
後
、
種
子
島
ま
で
お

よ
そ
１
時
間
の
船
旅
を
お
楽
し
み
頂
き

ま
す
。

種
子
島
到
着
後
、
ま
ず
千
座
の
岩
屋

を
ご
見
学
頂
き
ま
す
。
干
潮
時
の
み
姿

を
現
す
海
蝕
洞
窟
で
、
千
人
が
座
れ
る

と
称
さ
れ
る
ほ
ど
の
広
さ
を
誇
り
ま
す
。

洞
窟
の
見
学
を
終
え
た
後
は
、
バ
ス

で
一
路
、
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
へ
ご

案
内
致
し
ま
す
。

国
内
唯
一
の
実
用
衛
星
打
ち
上
げ
基

地
で
あ
り
、
日
本
の
宇
宙
開
発
の
歴
史

を
語
る
う
え
で
、
欠
か
す
こ
と
の
出
来

な
い
場
所
で
ご
ざ
い
ま
す
。
全
長
50

メ
ー
ト
ル
も
あ
る
ロ
ケ
ッ
ト
の
実
物
模

型
は
迫
力
満
点
で
す
。

宇
宙
セ
ン
タ
ー
の
見
学
を
終
え
ら
れ

た
後
は
、
大
和
温
泉
ホ
テ
ル
に
て
、
ご

昼
食
で
ご
ざ
い
ま
す
。
地
元
の
魚
介
類

を
多
く
取
り
入
れ
た
種
子
島
御
膳
を
ご

堪
能
下
さ
い
。

ご
昼
食
の
後
は
、
南
蛮
船
を
か
た

ど
っ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
外
観
が
特
徴
的
な

種
子
島
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー
鉄
砲
館
を

ご
見
学
頂
き
ま
す
。

日
本
に
鉄
砲
が
伝
わ
っ
た
初
期
の
頃

の
ポ
ル
ト
ガ
ル
銃
や
国
産
第
１
号
の
銃

を
ご
覧
頂
く
こ
と
で
、
日
本
の
鉄
砲
の

歴
史
を
学
ん
で
頂
く
こ
と
が
出
来
ま
す
。

鉄
砲
館
の
見
学
を
終
え
ら
れ
た
後
、

高
速
船
で
、
鹿
児
島
南
埠
頭
へ
。
埠
頭

か
ら
バ
ス
で
鹿
児
島
空
港
ま
で
ご
移
動

頂
き
、
空
路
で
羽
田
空
港
へ
。
羽
田
空

港
到
着
後
、
バ
ス
で
大
和
管
内
各
地
ま

で
ご
案
内
さ
せ
て
頂
き
、
２
泊
３
日
の

旅
は
終
わ
り
を
迎
え
ま
す
。
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　消費税の申告をするに当たって注意する点を教えてください。

誤りやすいポイント

　事業用車両を売却（下取り）しているが、その売却額（下取り額）を課税売

上としていない。

【解説】

　資産の譲渡等には、その性質上、事業に付随して対価

を得て行われる資産の譲渡が含まれるため、事業用資産

（居住用賃貸アパートも含まれます）を売却等した場合

には、課税売上として加算する必要があります。（課税

売上高計算表⑬）

事業用資産の
売却額等は
課税売上課税売上

　消費税の申告について、簡易課税制度を適

用したいと思っていますが、届出書は、いつ

までに提出する必要がありますか。

　適用を受けようとする課税期間の初日の前

日までに提出する必要があります。なお、新規開業した方は、開業し

た課税期間の末日までに提出する必要があります。

例　2020年1月1日～2020年12月31日の課税期間の申告で簡易課税制度を選択する場合、

2019年12月31日までに提出が必要。

※　簡易課税制度を選択した場合は、事業を廃止した場合等を除き、2年間継続した後でなければやめることは
できません。また、事業用資産を取得したとしても、実額による仕入税額控除はできませんのでご注意ください。

　事務局からのお知らせ　
◆確定申告期間中、下記の日付に限り休日も業務

を行います。

●平成31年12月24日（日）
業務時間　18：45 ～ 17：30

●平成31年  3月13日（日）
業務時間　18：45 ～ 17：30

●平成31年13月19日（土）
業務時間　18：45 ～ 12：00

◆下記の日付につきましては、業務時間に変更が

ございます。会員の皆様にはご不便をおかけい

たしますが、ご了承のほどよろしくお願い申し

上げます。

●平成31年15月29日（水）
業務時間　18：45 ～ 11：30


